


県内の河川水中にはどの程度医薬品類が含まれているのでしょう？県内の河川水中にはどの程度医薬品類が含まれているのでしょう？

 
 神奈川県衛生研究所では 2004 年より県内の主要な水道水源となっている水系の河

川水について、そこに含まれる医薬品類の調査を行っています。出荷量の多い医薬品、

これまでに国内の河川水中から検出されたことのある物質、家庭内で多く使用される

製品中に含まれる物質などを対象として、現在は表１に

示したような 41 種類の医薬品類について調査を行って

います。16 ヶ所の河川水と 1 ヶ所の水道水について医

薬品類の分析を行ったところ、17 種類の化合物が検出

されました（表１中の色づけした化合物）。検出された

濃度は 0.01μg/L～約 1μg/L(※)の範囲でした。この数値

は国内における他の実態調査と比較すると同程度の濃

度でした。 

※ 1μg=1mgの1/1000。

学校のプール(25m×13m
×深さ1.2m)１杯の水に
食塩２つまみを入れる
と大体1μg/Lの食塩水に
なります。
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学校のプール(25m×13m
×深さ1.2m)１杯の水に
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用途 化合物 用途 化合物 用途 化合物 用途 化合物

アセトアミノフェン
抗

不整脈薬
プロプラノロール クロタミトン トリクロサン

アセチルサリチル酸
（アスピリン）

マレイン酸
クロルフェニラミン

デキサメタゾン
スルファ

メトキサゾール

イブプロフェン ジフェンヒドラミン
グルコン酸

クロルヘキシジン
スルファ
ピリジン

インドメタシン
フマル酸

ケトチフェン
塩化

ベンザルコニウム
スルファ

モノメトキシン

ケトプロフェン ロラタジン 強心剤 カフェイン
スルファ

ジメトキシン

フェノプロフェン
塩酸

フェキソフェナジン
気管支
拡張剤

テオフィリン
スルファ
ジミジン

ナプロキセン
二塩酸

セチリジン
テトラ

サイクリン
スルファ
メラジン

アスピリン
関連物質

サリチル酸
二フマル酸
エメダスチン

オキシ
テトラサイクリン

チモール

高脂血症薬
代謝物

クロフィブリック酸
塩酸

アゼラスチン
クロル

テトラサイクリン
イソプロピル

メチルフェノール

抗
てんかん薬

カルバマゼピン オキサトミド
ドキシ

サイクリン
酸化
防止剤

ブチルヒドロキシ
トルエン(BHT)

忌避剤
ジエチルトルアミド

(DEET)

表１　分析を行った医薬品類

：河川水中から検出された医薬品類

鎮痒剤

消毒剤

抗生物質

合成
抗菌剤

解熱鎮痛
消炎剤

抗
ヒスタミン剤

   

 また、浄水場の取水施設近くの河川水中や、水道水中からは医薬品類は検出されま

せんでした。 

私たちの健康への影響は？私たちの健康への影響は？

 
 水中の医薬品類は私たちの健康に影響を及ぼすのでしょうか？ 現在検出されてい

る医薬品類の濃度レベルは一般的に治療で使用される医薬品の量に比較するとはるか

に低く、直ちに健康に影響を及ぼす濃度ではないと考えられます。しかし、長期にわ

たって複数の低濃度の医薬品類を摂取し続けた場合の影響や、医薬品類が下水処理場

や浄水場で塩素処理された結果生成する物質の毒性などに関しては未解明の部分が多

く残されています。 

 また、以前は病院等でしか見られなかった薬剤耐性菌が最近は環境中でも発見され

るようになっており、その原因の一つとして環境中に放出された医薬品類の影響が指

摘されています。 

 医薬品類による環境問題の難しいところは、医薬品類の多くが私たちの生命や健康

を維持する必要のために使用されており、環境汚染の原因であるからという理由でた

だちに使用を中止することができない点にあります。また、河川水や水道水中の医薬

品類の濃度を規制する環境基準や水道水質基準は現在のところ設定されていません。



医薬品類を使用するメリット、汚染問題というデメリットを天秤にかけつつ、汚染を

低減化する道を考えていかなければならないのかもしれません。 

 こうしたなかで、誤って使用したり乱用されることを防止することなども考慮し、

余ってしまった薬が不適切に廃棄されて汚染を引き起こさないよう、処方された薬の

余ったものについては、薬局で回収する自主的な取り組みも行われるようになってい

ます。 

  

 医薬品類による水環境汚染は比較的新しく、

多くがまだ解明されていない問題です。この

ため、国内外の多くの研究者が汚染の監視、

下水処理場や浄水場の処理における医薬品類

の挙動やそれらの除去方法に関する研究を行

っています。当研究所でも引き続き水環境中

の医薬品類の監視、処理方法に関しての研究を行っていく予定です。 
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